
 

 所長 藤本 高雄 

 昨季限りで現役を引退した松坂大輔さん（元プロ野球選手）の言葉です。高卒で日本の

プロ野球界に入るとき、日本のプロ野球界からアメリカのメジャーリーグに移籍するとき

に、上記のように語っています。 

 

 松坂さんが、日本のプロ野球界に入るとき、私は小学６年生の担任をしていました。「夢

は大きくもった方がいい」、当たり前のように子供たちに話していた私は、上記の松坂さん

の入団会見で語った言葉に興味をもち、クラスで議論しました。当時の子供たちは、「夢」

と「目標」について考えていく中で、最終的に「自分の考えをもっているところがすごい。」

「夢とは言ってないけど、松坂さんの思いの強さは伝わる。」という結論に辿り着きました。 

 

未来への明るい見通しが見えないコロナ禍の今、改めて「強い思い」をもって「目標」

に向かっていくことが大事になるように感じます。学校教育や社会教育に携わる皆さん一

人一人には、「こんな教員になりたい」「こんな授業をしたい」「こんな学校を創りたい」「今

の立場でこれを実現したい」「地域とともにこんなことをしてみたい」等々、組織として個

人としての思いを大切にしてほしいと思います。もちろん、「思い」を「夢」として語る人

がいてもいいですよね。そして、それを実現するための目標を定め、一歩一歩進んでいく。

その小さな積み重ねが、これからの明るい未来を創ることにつながると考えます。 

 

コロナ禍における教育活動となり、２年が過ぎました。この状況を後ろ向きだけに捉え

ず、未来の学校像・地域像を思い描き、強い思いをもちながら取り組んで成果を上げてい

る学校は、少なくありません。今年度は、未来に向かって前向きに取り組んでいる学校や

地域の様子を、積極的に皆さんにお伝えしたいと考えています。 

 

上越教育事務所は「学校教育・社会教育の現場が輝く」を目指し、「いつでも

必要なときに依頼できる教育事務所」として、学校・地域・教職員の皆さん、市

教委の応援団として取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。         

参考「夢を見ない男 松坂大輔／吉井妙子（新潮社文庫）」 

思いをもって、目標に向かう 
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私は元々、夢という言葉は好きではありません。見ることはできても叶わないも

のだと思っているので。ですから、常に目標を掲げて取り組んでいます。 



 

 

  

 
 
 

 

子供たちは「未来」。子供と向き合う瞬間、教職員は、同時に「未来」に向き合っている

ことになります。教職員の非違行為は、多くの子供たちの「未来」に、払拭することので

きない影響・ダメージを与えます。子供たちという「未来」を決して裏切ってはならない。

このことを、我々教職員は認識しているにもかかわらず、非違行為は繰り返される現状が

あります。「コンプライアンス（法令遵守）の徹底」と「非違行為を他人事と捉えず、いつ

でも、どこでも誰にでも起こり得るものであるという当事者意識をもつこと」が重要です。 

昨年度の上越管内では、SNS でのやりとりを介し、自校の女子生徒を複数回抱きしめる

等して停職３ヶ月の懲戒処分が下った事案が１件ありました。また、交通加害人身事故は

ありませんでしたが、物損事故が 39 件と前年度より増加しました。事故対応が各校でマニ

ュアル化され、適切な対応がなされていたため、大きなトラブルに発展することはありま

せんでした。一方で、教職員へのハラスメントや児童生徒への指導の在り方が問われる事

案が散見されました。加えて、３月末には管内教員の逮捕事案が発生し、大変憂慮すべき

事態と受け止めています。以下の通知を再度確認願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍により、令和２・３年度において半数近くの学校の「諸表簿点検」を行うこと

ができませんでした。事務職員の異動や様々な制度の変更もあり、今一度、丁寧な諸表簿

の点検が必要です。管内には若い主事も多く、事務機能の維持向上に向け、相談やアドバ

イスもできればと考えています。今年度は、感染対策を確実に講じ、当事務所の主査・主

事２名が管内すべての管理訪問に同行し、諸表簿の点検を行います（コロナ禍の状況によ

っては、変更の可能性あり）。事前配付の「令和４年度 学校訪問諸表簿チェックポイント」

を参考に、整理を進めてください。事務職員任せ、担当者任せとならないよう、必ず管理

職の事前点検もお願いいたします。 

学校教育は様々な立場の方々の支えで成り立っています。一人職の方々がやりがいをも

ち、生き生きと勤務できる学校となるよう、上越教育事務所も管理訪問を通し、全力で支

援・応援させていただきます。           （担当 学校支援第１課 佐藤） 

「崩壊は一瞬、再建は死闘」 ～非違行為根絶に向けて～ 

令和４年度管理訪問について 

○ 地方公務員法 

第 33 条 職員は、その職の信用を傷つけ、又は職員の職全体の不名誉となるような行為をし

てはならない。（信用失墜行為の禁止） 

１：教職員と児童生徒とのメールや SNS 等によるやりとりの禁止について（通知）  

教義第 813 号の３ 令和３年９月 30 日 

２：「職員の勤務時間及び休暇等に関する規則」等の改正について（通知） 

教義第 1080 号  令和３年 12 月 27 日 

 →上記１には、「ハラスメントの防止及び対応について」「スクール・セクシャルハラスメント」

（令和３年 12 月改正・新潟県教育委員会）において教職員及び所属長の責務が明確に示さ

れています。 



 

 

 

「生徒指導提要」が約 10 年ぶりに改訂され、令和４年夏頃に公開予定となっています。 

文部科学省のホームページ上の改訂試案には、「チーム学校」、「校則の見直し」、「ヤングケ

アラー」、「性の多様性」、「ICT の活用」など、現行の提要には使用されていない言葉が並ん

でいます。一人一人の児童生徒のために、今こそ、時代に即した新しい生徒指導の在り方

について再考する好機です。 
  

１ 合理的な「排除」から合理的な「配慮」へ。 

終わりの見えないコロナ禍も相まって、生徒指導における課題は多岐に渡ります。従来

は、一律の規則や基準を遵守させることで、集団秩序を維持することを「合理的な生徒指

導」と呼んでいたかもしれません。これからは、いじめ、不登校、暴力行為から派生する

諸課題に対して、「組織で個別に生徒指導を行う取組」を充実させることが鍵となります。 

２ 児童生徒の発想をボトムアップする改革・改善の仕組みが重要。 

上越管内のある中学校では、昨年度から生徒会が中心となって「校則の見直し」に着手

しています。「共生」という大きなコンセプトのもと生徒が主体となり、そこに関わる様々

な立場の人との対話を通して、納得解をつくり出すプロセスを重視しています。子供たち

の発想が学校生活に体現することを通して、資質・能力が育まれていくことでしょう。 

（参考資料：文部科学省「生徒指導提要」、学事出版「月刊生徒指導４月」） 

 

 

 
 

皆さんの学校に在籍する児童生徒の中に「気になる子供」はいますか。その子は、どの

ような特徴をもっていますか。そして、組織としてどのような指導や支援をしていますか。 

先日、ある行政事務職の方から「先生方は、『子供は他者である』という認識が甘いので

はないでしょうか」と指摘を受けました。教師は概して「子供の背景を捉え、気持ちを考

え、課題を解決する」ということに奔走します。子供のために受容・傾聴・共感のスキル

を磨き、苦心して課題解決等に取り組むことこそ「生徒指導」と認識しているからです。 

ですが、その方曰く、これら生徒指導の理想について「他者に対しては、究極的にはあ

り得ない。個人としての職務には限界がある、という認識が希薄だ」ということでした。 

こうした認識をもっていれば、我々教師は自分の眼を絶対視しません。そこに危機意識

をもっていれば、必然的に情報を共有し、報告義務を怠らないでしょう。そして、管理職

も危機意識をもって、日常的に複数体制の指導の在り方を強化することができるでしょう。 

これこそが、生徒指導を「組織的に」行うゆえんなのだと再認識しました。 

各学校では、日頃より児童生徒に寄り添い、些細な変化を見逃さず、情報を共有して組

織的に対応していただき感謝しております。上越教育事務所では、昨年度に引き続いて、

生徒指導に関する学校訪問、スクールソーシャルワーカー（SSW）の活用など、様々な形態

で、各学校等への支援を行います。 

すべての児童生徒が夢や希望をもって毎日を過ごせるよう、力を結集して取り組んでい

きます。支援に関する内容の詳細については、担当までお問い合わせ下さい。 

（担当 学校支援第２課 桑原） 

これからの学校に求められる「生徒指導」とは 
～ ボトムアップで合理的な「排除」から合理的な「配慮」へ ～ 

生徒指導を「組織的」に行っていますか？ 

    ～事案に複数教員が対応する体制で、個人による抱え込みを防ぐ～ 



 

社会教育課では、生涯にわたり学び活躍できる循環型の生涯学習社会の実現に向けて、

「学校と地域の効果的な連携・協働の推進に対する計画的な支援」と「多様な主体の連携・

協働・ネットワーク化の推進に向けた支援」に重点を置いて、以下の取組を推進します。 

１ 多様な主体の連携･協働による生涯学習環境づくり 

 県では、学習者の知識・経験など学びの成果を地域課題の解決や地域の教育力向上につ

なげられるよう『いきいき県民カレッジ「成果活用促進」』の取組を推進しています。地域

住民が学びの成果を、学校の教育活動や社会に生かし、支えていただいた力を形にする『い

きいき県民カレッジ「活用手帳」』の取組を登録していただいています。一層の参加機関等

の拡充と活用をお願いします。 

２ 学びを活かした豊かな地域社会に向けた支え合う人づくり 

 県では、同和問題への正しい理解を深め差別解消に向けた実践を促すため、毎年「社会

同和教育市町村巡回研修会」を実施しています。上越管内では、今年度 11 月に糸魚川市能

生生涯学習センターを会場に、能生地区の方を中心に社会同和教育への関心を高める研修

会を予定しています。 

３ 活力ある地域づくりに向けた地域社会と学校の連携の促進 

 県では、地域の教育力を活かした学校支援と学校の力を活かした地域づくりを一体的に

推進するための組織的・継続的な仕組みを促進しています。今年度も、各種研修会や学校

運営協議会訪問を通じて、「地域とともにある学校づくり」と「学校を核にした地域づくり」

の一体的な取組を支援していきます。 

４ 地域と連携した学習支援、家庭教育支援の充実 

県では、地域の多様な教育資源を活用し、社会全体で子どもたちを育

てていくことができる環境づくりに取り組んでいます。 

地域における放課後等の学習支援活動として、「土曜自習室」が糸魚川

市で３カ所、「放課後子供教室」が妙高市で３カ所、糸魚川市で１カ所開

設されています。家庭の教育力向上への支援については、上越市で文部

科学省登録の家庭教育支援チーム３団体が活動しています。家庭教育支

援者養成研修会や行政訪問を通じて必要な資料提供や支援を行うとともに、 

「家庭教育支援ガイドブック」の周知と活用の推進を図っていきます。 

内容はＨＰ(https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/98606.pdf) 右 QR コードを参照ください。 

５ 豊かな心、倫理観、規範意識などをはぐくむ教育の推進 

 県では、児童生徒の豊かな情操や倫理観、規範意識、自己肯定感を高め、前向きに挑戦

しやり遂げる力などを養うため、体験活動や読書活動の充実を図っています。今年度も９

月に、学校、図書館、市町村等の関係者や子ども読書ボランティアなど地域で子ども読書

活動に関わる方の資質向上とネットワーク構築を図る「子ども読書レベルアップ研修会」

を予定しています。                  （担当 社会教育課 青山） 

循環型の生涯学習社会の実現を目指して 


